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 本発表では、NLO ポリマーを積層した金ナノロッドの第二高調波現象について、様々な励起

条件に対する依存性について調査した結果を報告する。ここでは、金ナノロッドに局在表面プラ

ズモンを励起し、発生した増強光電場により NLO ポリマー中で第二高調波発生を実現するもので

ある。本研究では、励起波長、励起光の偏光に対する第二高調波発生効率について検討した。 

金ナノロッドは、その縦幅と横幅の比、アスペクト比を調整することで表面プラズモン共鳴波

長を制御できる。ここでは、励起光発振波長帯である 800 nm近傍の表面プラズモン共鳴を示すア

スペクト比 1.6の金ナノロッドを用いて調査した。NLO ポリマーは、ホスト-ゲスト型ポリマーで

あり、ゲスト色素分子は 2[-4-[2-[4-bis(2-hydroxyethyl) amino]phenyl]ethyl]-3-cyano-5,5-dimethy] 

-2(5H)-1-uranylidene],Propanedinitrileを、ホストポリマーは PMMAである。金ナノロッド表面に膜

厚 50 nmのポリマーを積層した。 

Fig. 1に様々な励起波長の光を照射した際に発生する SHG 強度を示す。励起光は試料に対して

45°、また偏光は入射面方向とした。励起波長 800 

nmの光パルスを照射すると最も高強度の SHGを観

測した。反射スペクトルの測定より、波長 800 nm付

近で長軸方向の局在表面プラズモン励起による強い

反射ピークが見られていることから、観測された

SHG信号は、表面プラズモンを経由したものである。 

Fig. 2に励起光の偏光に対する SHG強度の依存性

のグラフに示す。励起光の波長は 800 nm であり、

入射光の偏光γp は、入射面に対する角度として定

義する。実験の結果、入射光が、γp＝0、 180°の

とき、最大となり、一方、γp=90°のときにはほぼ

0 の最小値となった。NLO ポリマーの SHG 現象で

は、入射面と垂直方向な偏光を持つ励起光に対して

も SHG 発生することを確認している。この結果も

観測された SHG が、局在表面プラズモン励起を介

して生じた現象であることを示すものである。 

FFFig. 1 NLO ポリマー/金ナノロッド積層系

の放射する SHG 強度の励起波長依存性 

あ Fig. 2 NLO ポリマー/金ナノロッド積層系

の放射する SHG 強度の励起偏光依存性 
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